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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年12月1日(2011.12.1)

【公表番号】特表2011-503274(P2011-503274A)
【公表日】平成23年1月27日(2011.1.27)
【年通号数】公開・登録公報2011-004
【出願番号】特願2010-532540(P2010-532540)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ   3/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 201/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   5/32     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ  11/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ  11/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ   3/00    １０５　
   Ｃ０９Ｄ 201/00    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   5/32    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   7/12    　　　　
   Ｃ０９Ｄ  11/02    　　　　
   Ｃ０９Ｊ  11/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年10月17日(2011.10.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コーティングのＮＩＲ硬化工程、及びコーティングのＮＩＲ乾燥工程で、近赤外線の熱
入力量を増加させるための、式
ＷＯ3－ｘ
［式中、Ｗはタングステン、Ｏは酸素、及びｘは０．１～１である］
の酸化タングステンの使用、及び／又は式
ＭｘＷｙＯｚ
［式中、
　Ｍは、ＮＨ4、Ｈ、Ｌｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｒｂ、Ｃｓ、Ｃａ、Ｂａ、Ｓｒ、Ｆｅ、Ｓｎ、Ｍ
ｏ、Ｎｂ、Ｔａ、Ｎｉ、Ｐｄ、Ｐｔ、Ｃｕ、Ａｇ、Ａｕ、Ｚｎ、Ｃｄ、Ａｌ、Ｇａ、Ｉｎ
、Ｔｌから選択される１又は１つより多い要素であり、
　Ｗはタングステンであり、
　Ｏは酸素であり、
　０．００１≦ｘ／ｙ≦１、かつ２．０＜ｚ／ｙ≦３．０である］
のタングステン酸塩の使用。
【請求項２】
　タングステン亜酸化物ＷＯ2.72、及びＨ0.3-0.7ＷＯ3、Ｎａ0.2-0.5ＷＯ3、Ｃｓ0.2-0.

5ＷＯ3から選択されるタングステンブロンズが使用される、請求項１に記載の使用。
【請求項３】
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　Ｃｓ0.2-0.5ＷＯ3が使用される、請求項１又は２に記載の使用。
【請求項４】
　コイルコーティングのＮＩＲ硬化工程又はＮＩＲ乾燥工程での、請求項１から３までの
いずれか１項に記載の使用。
【請求項５】
　ＮＩＲ硬化工程又はＮＩＲ乾燥工程における、顔料着色されたコーティング内での、請
求項１から４までのいずれか１項に記載の使用。
【請求項６】
　プラスチックのレーザーマーキング工程での、近赤外線の熱入力量を増加させるための
、式
ＷＯ３－ｘ
［式中、Ｗはタングステン、Ｏは酸素、及びｘは０．１～１である］
の酸化タングステンの使用、及び／又は式
ＭｘＷｙＯｚ
［式中、
　Ｍは、ＮＨ4、Ｈ、Ｌｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｒｂ、Ｃｓ、Ｃａ、Ｂａ、Ｓｒ、Ｆｅ、Ｓｎ、Ｍ
ｏ、Ｎｂ、Ｔａ、Ｎｉ、Ｐｄ、Ｐｔ、Ｃｕ、Ａｇ、Ａｕ、Ｚｎ、Ｃｄ、Ａｌ、Ｇａ、Ｉｎ
、Ｔｌから選択される１又は１つより多い要素であり；
　Ｗはタングステンであり、
　Ｏは酸素であり、
　０．００１≦ｘ／ｙ≦１、かつ２．０＜ｚ／ｙ≦３．０である］
のタングステン酸塩の使用。
【請求項７】
　タングステン亜酸化物ＷＯ2.72、及びＨ0.3-0.7ＷＯ3、Ｎａ0.2-0.5ＷＯ3、Ｃｓ0.2-0.

5ＷＯ3から選択されるタングステンブロンズが使用される、請求項６に記載の使用。
【請求項８】
　Ｃｓ0.2-0.5ＷＯ3が使用される、請求項６又は７に記載の使用。
【請求項９】
　プラスチックのレーザー溶着工程で、近赤外線の熱入力量を増加させるための、式
ＷＯ３－ｘ
［式中、Ｗはタングステン、Ｏは酸素、及びｘは０．１～１である］
の酸化タングステンの使用、及び／又は式
ＭｘＷｙＯｚ
［式中、
　Ｍは、ＮＨ4、Ｈ、Ｌｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｒｂ、Ｃｓ、Ｃａ、Ｂａ、Ｓｒ、Ｆｅ、Ｓｎ、Ｍ
ｏ、Ｎｂ、Ｔａ、Ｎｉ、Ｐｄ、Ｐｔ、Ｃｕ、Ａｇ、Ａｕ、Ｚｎ、Ｃｄ、Ａｌ、Ｇａ、Ｉｎ
、Ｔｌから選択される１又は１つより多い要素であり；
　Ｗはタングステンであり、
　Ｏは酸素であり、
　０．００１≦ｘ／ｙ≦１、かつ２．０＜ｚ／ｙ≦３．０である］
のタングステン酸塩の使用。
【請求項１０】
　タングステン亜酸化物ＷＯ2.72、及びＨ0.3-0.7ＷＯ3、Ｎａ0.2-0.5ＷＯ3、Ｃｓ0.2-0.

5ＷＯ3から選択されるタングステンブロンズが使用される、請求項９に記載の使用。
【請求項１１】
　Ｃｓ0.2-0.5ＷＯ3が使用される、請求項９又は１０に記載の使用。
【請求項１２】
　接着剤及び封止剤のＮＩＲ硬化工程、並びに接着剤及び封止剤のＮＩＲ乾燥工程で、近
赤外線の熱入力量を増加させるための、式
ＷＯ３－ｘ
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［式中、Ｗはタングステン、Ｏは酸素、及びｘは０．１～１である］
の酸化タングステンの使用、及び／又は式
ＭｘＷｙＯｚ
［式中、
　Ｍは、ＮＨ4、Ｈ、Ｌｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｒｂ、Ｃｓ、Ｃａ、Ｂａ、Ｓｒ、Ｆｅ、Ｓｎ、Ｍ
ｏ、Ｎｂ、Ｔａ、Ｎｉ、Ｐｄ、Ｐｔ、Ｃｕ、Ａｇ、Ａｕ、Ｚｎ、Ｃｄ、Ａｌ、Ｇａ、Ｉｎ
、Ｔｌから選択される１又は１つより多い要素であり；
　Ｗはタングステンであり、
　Ｏは酸素であり、
　０．００１≦ｘ／ｙ≦１、かつ２．０＜ｚ／ｙ≦３．０である］
のタングステン酸塩の使用。
【請求項１３】
　タングステン亜酸化物ＷＯ2.72、及びＨ0.3-0.7ＷＯ3、Ｎａ0.2-0.5ＷＯ3、Ｃｓ0.2-0.

5ＷＯ3から選択されるタングステンブロンズが使用される、請求項１２に記載の使用。
【請求項１４】
　Ｃｓ0.2-0.5ＷＯ3が使用される、請求項１２又は１３に記載の使用。
【請求項１５】
　紙のレーザーマーキング工程で、近赤外線の熱入力量を増加させるための、式
ＷＯ３－ｘ
［式中、Ｗはタングステン、Ｏは酸素、及びｘは０．１～１である］
の酸化タングステンの使用、及び／又は式
ＭｘＷｙＯｚ
［式中、
　Ｍは、ＮＨ4、Ｈ、Ｌｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｒｂ、Ｃｓ、Ｃａ、Ｂａ、Ｓｒ、Ｆｅ、Ｓｎ、Ｍ
ｏ、Ｎｂ、Ｔａ、Ｎｉ、Ｐｄ、Ｐｔ、Ｃｕ、Ａｇ、Ａｕ、Ｚｎ、Ｃｄ、Ａｌ、Ｇａ、Ｉｎ
、Ｔｌから選択される１又は１つより多い要素であり；
　Ｗはタングステンであり、
　Ｏは酸素であり、
　０．００１≦ｘ／ｙ≦１、かつ２．０＜ｚ／ｙ≦３．０である］
のタングステン酸塩の使用。
【請求項１６】
　タングステン亜酸化物ＷＯ2.72、及びＨ0.3-0.7ＷＯ3、Ｎａ0.2-0.5ＷＯ3、Ｃｓ0.2-0.

5ＷＯ3から選択されるタングステンブロンズが使用される、請求項１５に記載の使用。
【請求項１７】
　Ｃｓ0.2-0.5ＷＯ3が使用される、請求項１５又は１６に記載の使用。
【請求項１８】
　印刷インキの乾燥工程、又はインクトナーを基材に定着させる工程で、近赤外線の熱入
力量を増加させるための、式
ＷＯ３－ｘ
［式中、Ｗはタングステン、Ｏは酸素、及びｘは０．１～１である］
の酸化タングステンの使用、及び／又は式
ＭｘＷｙＯｚ
［式中、
　Ｍは、ＮＨ4、Ｈ、Ｌｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｒｂ、Ｃｓ、Ｃａ、Ｂａ、Ｓｒ、Ｆｅ、Ｓｎ、Ｍ
ｏ、Ｎｂ、Ｔａ、Ｎｉ、Ｐｄ、Ｐｔ、Ｃｕ、Ａｇ、Ａｕ、Ｚｎ、Ｃｄ、Ａｌ、Ｇａ、Ｉｎ
、Ｔｌから選択される１又は１つより多い要素であり；
　Ｗはタングステンであり、
　Ｏは酸素であり、
　０．００１≦ｘ／ｙ≦１、かつ２．０＜ｚ／ｙ≦３．０である］
のタングステン酸塩の使用。
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【請求項１９】
　タングステン亜酸化物ＷＯ2.72、及びＨ0.3-0.7ＷＯ3、Ｎａ0.2-0.5ＷＯ3、Ｃｓ0.2-0.

5ＷＯ3から選択されるタングステンブロンズが使用される、請求項１８に記載の使用。
【請求項２０】
　 Ｃｓ0.2-0.5ＷＯ3が使用される、請求項１８又は１９に記載の使用。
【請求項２１】
　近赤外線の熱入力量を増加させるための、請求項１に記載の酸化タングステン及び／又
はタングステン酸塩、並びに加えて、式Ｉ又はＩＩ
【化１】

［式中、
　ＭはＮｉ、Ｐｄ、Ｐｔ、Ａｕ、Ｉｒ、Ｆｅ、Ｚｎ、Ｗ、Ｃｕ、Ｍｏ、Ｉｎ、Ｍｎ、Ｃｏ
、Ｍｇ、Ｖ、Ｃｒ及びＴｉであり、
　Ｘ1、Ｘ2及びＸ3は、相互に独立して、硫黄又は酸素であり；
　Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5及びＲ6は相互に独立して水素、ＮＲ7Ｒ8、Ｃ1～Ｃ18アルキ
ル、アリール、アラルキル、ヘテロアリールアルキルである（この際、Ｒ7とＲ8は相互に
独立してＣ1～Ｃ18アルキル、アリール、アラルキル、ヘテロアリールアルキルである）
］
のジチオレン金属錯体を含む、ブレンドの使用。
【請求項２２】
　請求項１に記載の酸化タングステン及び／又はタングステン酸塩、並びに加えて、キノ
ンジイモニウム塩、アミニウム塩、ポリメチンフタロシアニン、ナフタロシアニン、及び
クアテリレンビスイミドから選択される少なくとも１つの有機ＩＲ吸収剤、又は加えて、
ランタンヘキサボライド、インジウムスズ酸化物（ＩＴＯ）アンチモンスズ酸化物、若し
くは顔料から選択される少なくとも１つの無機ＩＲ吸収剤を含む、ブレンドの使用。
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